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フランスで発見された木下先生の英語の論文について 

 

2023.4.15自由学園生旧父母：酒井祥次 

 

1.経過 

①2022.11.16にフランスの Dijonという都市にある、「国際水文学会」本部の女性スタッフのク

アレさんから、木下良作先生（自由学園出身）の英文論文が、1956年 9月 20に本部で受理さ

れ、今も検索可能であるという連絡があり、歴史的な発見となりました。 

②その論文は、全文 40ページという長大なもので、那須のサビ川の研究から説き起こした、河川

を形成する基本要因の砂礫堆の形成を東日本の河川 30ケ所を調査分析し砂礫堆を英語名 Dunneと

定義付けた論文だということが、三輪 弌 先生（岩手大学名誉教授）によって判読されました。 

 

2.木下先生のフランスで発見され英語論文の内容 

①題名：ＦＯＲＭＡＴＩＯＮ ＯＦ ＤＵＮＥＳ(1)ＯＮ ＲＩＶＥＲ-ＢＥＤ：ＡＮ ＯＢＳＥＲＶＡＴＩＯＮ  

ＯＮ ＴＨＥ ＣＯＮＤＩＴＩＯＮ ＯＦ ＲＩＶＥＲ ＭＥＡＮＤＥＲＩＮＧ 

②著者：Ryosaku KINOSHITA and Jiyo GAKUEN（木下良作・自由学園） 

③発表日：1956年 9月 20日 

④提出先：internationale d'Hydrologie (del'U.G.G.F.)；国際水文学会 

 

3.英文論文の原本の木下先生の日本語の論文 

①題名：河床における砂礫堆の形成についてー 蛇行の実態の一観察 

②著者：木下良作（自由学園） 

③発表日：1957（昭 32）年 2月 28日 

④提出先：土木学会、土木学会論文集,第 42号,1957 (42),土木学会論文奨励賞 

 

4.原本の日本語の木下論文の最初のページ 

①表題の部分ｐ1 
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②要旨・まえがきの部分ｐ1 

 

 

③結論の部分ｐ20 
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④参考文献の部分ｐ20 

 
 

⑤参考文献の部分ｐ21 

 
 

5.フランスで発見され木下先生の英語の論文の最初のページ 

①題名の部分ｐ328 
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②序文の部分ｐ328 

 
 

 

 

③サビ川の研究の部分ｐ329 
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④最後のページｐ368 
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6. フランス「国際水文学会」の女性スタッフ・クレアさんから届いた木下先生の英語の論文の

公式の受理証 

 

 

①受領年月日：1956年 9月 20—26日と記されています。 

②国際水文学会の（Dijon）はフランス中東部に位置する都市でブルゴーニュの首府。 

 

 

7.三輪 弌 先生の判読結果 

①土木学会発表の論文を翻訳した 40ページに亘る長大な英語の論文です。 

②原本の土木学会論文（21ページ）の内容に、わかり易く図式や図表を挿入し、海外への発信 

に苦心した形が感じられます。 

③謝辞が 2ページ目に書かれ、那須農場への木下先生の志が発信された優れた論文です。 

 

以上、文責酒井祥次 


